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大分合同新聞 2023年6月1日

大分大学医学部の髙橋尚彦教授は「研究をきっかけ
に、診断されていない心房細動患者を見つける方法
を確立していきたい」と話した

臼杵市・杵築市等との連携による脳梗塞予防のための心房細動検出研究

大分大学附属病院

杵築市 人口 26,731人
平均年齢 56.4歳
65歳以上 38.4%
75歳以上 20.4%

臼杵市 人口 34,155人
平均年齢 52.3歳
65歳以上 41%
75歳以上 22.2%



【目的と方法】
大分県臼杵市，杵築市の協力を得て，2023年6月～11月に健康
診断を受診した, ①75歳以上の後期高齢者と, ②前期高齢者かつ
リスク因子を保有する者(※) 計577名に対し，1週間ホルター
心電図（Heartnote®）を貼付し，未診断の心房細動の検出割合
を検討した。

※前期高齢者かつリスク因子保有者
65～74歳で以下の疾患を1つ以上有する，もしくは受診時所見で認められ
た者 : 高血圧，糖尿病, 脳梗塞または一過性脳虚血発作（TIA）の既往，
心不全，心筋梗塞の既往

大分県での取り組み



パッチ型1週間ホルター心電図

Heartnote®

郵送で返却することで, 患者の来院負担を軽減することができる

1週間連続記録
が可能

JSR社ホームページより



心房細動の検出

大分大学医学部附属病院

ここから心房細動が始まっている

心房細動が続いている

ここまでは正常の脈

これまで見つかっていなかった心房細動が１週間ホルター心電図
検査で検出された



結果

Total (n=571)
年齢 75.3±5.4
男性, n(%) 264 (46.1)
BMI (kg/m2) 23.6±3.2
高血圧, n(%) 373 (65.4)
糖尿病, n(%) 86 (15.1)
脂質異常症, n(%) 245 (43.0)
脳梗塞既往, n(%) 18 (3.2)
心疾患既往, n(%) 38 (6.6)
収縮期血圧(mmHg) 130.2±16.8
拡張期血圧 (mmHg) 75.0±9.4
心拍数 (bpm) 67.0±10.0
HbA1c (%) 6.03±0.48

 患者背景

参加者
577名

解析対象者
571名

65～74歳
280名

75歳以上
291名

解析困難
6名



結果

 全571名中, 16名（2.80％）で心房細動（AF）が検出された。
 75歳以上の後期高齢者に絞ると, 291名中 15 名（5.15%）に
検出された。

 検出されたAFは，すべて発作性心房細動であった。

AF＋ AF- total

65～74歳 1 (0.35) 279 280

75歳以上 15 (5.15) 276 291
total 16 (2.80) 555 571

AF検出割合



まとめと考察

健診時に施行した1週間ホルター心電図で検出された潜在性心房
細動の検出割合は、
 リスク因子を保有する65-74歳で 0.35％
 75歳以上の後期高齢者で 5.15%↑

 今回の研究で，「健診時に１週間ホルターを施行することで
心房細動が早期発見でき，適切な治療が受けられる」ことが
判明した。脳梗塞の予防につながることが期待される。

日本の人口 1億2435万2千人 （2023年10月1日現在）
75歳以上 2007万8千人
→隠れ心房細動の後期高齢者は日本全国で約104万人⁉
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